
評価 コメント

1 理念、基本方針が明文化され周知が図られている。 ａ

【園の理念や基本方針を明文化し、職員にはもちろん
のこと、保護者への周知も図っている】
本園では、子どもの育ちの姿を「人権を尊重される子
ども」「創造的で意欲的な子ども」「人の喜びを喜
び、人とのかかわりを楽しめる子ども」など、六つの
観点に整理し、理念・基本方針を明文化している。こ
れらは全体的な計画や重要事項説明書、ホームページ
等と連動させ、入園時には各家庭へ冊子を用いて丁寧
に説明している。また、職員に対しても入職時や年度
初めの職員会議で確認を行い、「子ども主体の保育」
を主軸とした共有を図っている。園の理念や実践をま
とめた独自冊子は、園の文化を伝える有効な手段と
なっており、保護者から評価される事例も見られる。
一方で保護者の理解度には差があることを踏まえ、今
後も簡潔で誤解の少ない伝え方を工夫し続ける姿勢に
努めている

2
事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分
析されている。 ａ

【園の資金収支の客観的な把握や、児童数や定員の充
足率など、継続的に分析するように努めている】
本園では、外部会計士への事務委託により資金収支を
客観的に把握するとともに、児童数や定員充足率を指
導監査資料等で継続的に分析している。人口減少や保
育士不足を踏まえ、定員変更は理事会で協議し補正予
算に反映するようにしている。地域ニーズは市の各種
会議資料から把握し、住宅開発や国の動向も考慮した
中長期的視点で事業判断を行っている。園舎建替え及
び認定こども園への移行に伴う一時的な資金難も生じ
たとはいえ、これも計画に基づくもので、数値の背景
まで含めた分析に努めている。

3 経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めてい
る。 ｂ

【「地域共生と協同」を主軸に据え、公益活動を推進
している】
運営方針として「地域共生と協同」を主軸に据え、組
織維持が可能な範囲で公益活動を推進する方向性が明
確である。また、理事会では定款事項に留まらず、保
育現場や補助金計画、外部連携等の多角的な情報共有
がなされている。その具体的成果として、長年の課題
であった障害児保育に関して、市内全園の調査・分析
を主導してきたことが挙げられる。その結果を基に行
政へ働きかけ、補助金運用の拡充と予算化を実現した
点は、地域課題の解決に向けた高い実行力を示してい
る。一方、施設の借入金に対して積立て資産が少額で
あることは、公定価格や補助金の増減が園の事業継続
に少なからず影響を与えることが懸念されることか
ら、引き続き改善が求められる。

4
中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されて
いる。 ａ

【園の実践を通して、理念やビジョンの実現を図って
いる】
中長期計画として明確なビジョン提示はなされていな
いものの、本園は大切にする価値観を職員・保護者へ
明確に示している。園を子どもが初めて経験する「社
会」と捉え、①子どもと大人が相互に尊重されるこ
と、②性差や出自、国籍、年齢、障がいの有無にかか
わらず共に育つ環境を目指すこと、③担任に限らず園
全体で子ども理解を進めることを重視している。イン
クルーシブ保育や興味に応じた活動、異年齢交流、
チーム保育を通して理念の具体化を図っており、園の
実践の中で理念の実現を継続的に図っている。今後、
園の理念がより具体的に伝わるメッセージを創造する
ことが待たれる。

Ⅰ-2-(1)-②

Ⅰ－３　事業計画の策定

Ⅰ－３－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

【保育所・評価項目による評価結果】

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ－１　理念・基本方針

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。

項　　　目

Ⅰ-1-(1)-①

Ⅰ－２　経営状況の把握

Ⅰ－２－（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅰ-2-(1)-①

Ⅰ-3-(1)-①



5 中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されてい
る。 ａ

【安定的な経営を重視しつつ、子どもファーストの園
文化を推し進めようとしている】
本園は小規模法人であり大規模な事業拡大は予定して
いないが、乳児等通園支援事業の新規開始については
理事会承認のもと具体的に計画している。令和７年度
事業計画では、人件費率や事業費支出利率、黒字率を
踏まえ、全体として横ばいでの安定運営を意図してい
る。延長保育や子育て支援事業も同様に堅実な見通し
を立てている。障害児保育の補助金増額が見込まれる
が、制度変更直後であることから慎重な数値設定と
し、安定的経営を重視している。また同時に、「決め
るのは子ども」「まずはありのままで」「子どもの好
きを邪魔しない」など、園の根幹となる価値観につい
ては、実践の中で実現しようと努めている。

6
事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組
織的に行われ、職員が理解している。 ｂ

【事業計画において、大局的な視点は理事長や園長が
担い、保育実践に関わる部分を職員が理解するように
している】
事業計画については、主に日々の保育の振り返りと課
題の抽出、保護者の意見を起点に見直しを行ってい
る。各事業の目的や背景は職員へ共有しており、行事
については終了後に必ず振り返りを行い、引き継ぐ点
と改善点を協議して次年度へ反映するようにしてい
る。一方で、運営面の大局的な視点は理事や園長が担
い、職員は主に保育実践に関わる部分を理解している
状況である。延長保育等については勤務時間の違いか
ら理解に差があるため、今後は情報共有の在り方の工
夫が求められる

7
事業計画は、保護者等に周知され、理解を促してい
る。 ａ

【年間計画表・ICTシステム上のカレンダー・おたよ
り・日常における配信により、保護者への周知・理解
の促進に努めている】
年度当初の職員会議において、保護者アンケートや職
員の意見を踏まえて年間計画を策定し、保護者参加行
事や職員計画を整理した年間計画表をデータで共有し
ている。さらに、月ごとのおたよりやICTカレン
ダー、行事ごとの配信により、日程だけでなく保育活
動の意図もその都度伝え、活動内容の理解促進に努め
ている。考え方の違いがある場合も、伝えるべき内容
は丁寧に発信しつつ、最終的な子育ての主体は保護者
にあるとの立場を尊重し、相互理解を図る姿勢が見ら
れる

8 保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能
している。 ａ

【子どもの主体性を尊重し、保育者の振り返りを適宜
行うことで、保育の質の向上に尽力している】
本園では、保育環境評価スケールや人権擁護のチェッ
クリストを用いた年１回の自己評価、数年ごとの第三
者評価受審により、保育の質を検証している。子ども
の姿に応じて環境構成を随時見直し、月１回の作業療
法士による助言も活用している。園長が使用する研修
資料を職員と共有し、人が無意識のうちに持つ偏見や
思い込みに気づきを促す取組みも行われている。さら
に、乳児睡眠時にはICT「ベビモニ」を導入し安全性
を高めたり、地元食材の活用や味噌づくりなどの食育
実践も行ったりしている。こうした取り組みの中で、
何より子どもの思いや主体性を尊重し、保育の質の向
上に尽力している

9 評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明
確にし、計画的な改善策を実施している。 ｂ

【課題を洗い出し、真摯に向き合う中で、職員の成長
を促している】
保育環境評価スケールや人権擁護セルフチェック、保
護者アンケートを通して課題の洗い出しを行い、年度
当初の職員会議で重点課題を明示し協議している。と
りわけ、保護者の意見は、一件ずつ検討し、実行可能
性を整理して対応している。改善すべき点について
は、園全体の課題として捉え、これに関連する研修受
講や上役のフォローを実施するなど行うようにしてい
る。しかし一方で、研修や園長面談によって職員一人
ひとりの課題の改善に当たるというよりは、むしろ実
践の中で失敗し、失敗経験を通して職員が成長してい
くサイクルを大切にしている。子どもと向き合う中
で、職員自身が成長していくことに価値をおいてお
り、本園の誇るべき点の一つである。

Ⅰ-4-(1)-②

Ⅰ-3-(2)-①

Ⅰ-3-(2)-②

Ⅰ－４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

Ⅰ－４－（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

Ⅰ-4-(1)-①

Ⅰ-3-(1)-②

Ⅰ－３－（２）　事業計画が適切に策定されている。



10
施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理
解を図っている。 ａ

【職員が子どもと真摯に向き合えるよう、職員のやり
がいを引き出す園づくりを行っている】
施設長の役割と責任は、園則・運営規程や職務分担表
に明示されており、年度当初の職員会議で協議しなが
ら周知されている。災害時の対応についてもBCPや自
衛消防隊編成表により役割分担が整理され、園長不在
時には順次権限が引き継がれる体制が整えられてい
る。園で生じる最終責任は園長にあることを職員へ折
に触れて伝えている。あわせて業務改善や職員の働き
やすさにも配慮し、休暇取得の保障やメンタルケアの
仕組みを整備するなど、安心して働ける環境づくりに
努めている。さらに、外部研修や専門家の助言を取り
入れながら課題解決を図り、職員の主体性を尊重し、
生き生きと子どもに向き合える組織運営を行ってい
る

11
遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っ
ている。 ｂ

【法令遵守への理解と実践が図られるように、職員に
向けて周知・共有だけでなく留意点も伝えるように努
めている】
本園では、保育団体や国・県・市からの通知文書、各
種ガイドライン、こども家庭庁の情報等を随時確認
し、法令改正や重要事項について職員へ速やかに共有
するように努めている。内容の全文提示だけでなく、
留意点や違反時の責任・罰則にも触れることで理解を
深めている。また、疑義が生じた際には行政への確認
や顧問弁護士への相談を行うなど、適切な対応体制を
整えている。規程やマニュアルの改定時には全職員へ
周知し、無記名フォームで意見や質問を集約する仕組
みを設けることで、法令遵守への理解と実践が組織的
に図られるよう努めている。

12 保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発
揮している。 ａ

【園長は、「子ども主体」「子ども尊重」の理念を軸
に、職員と伴奏する姿勢で保育の質の向上に努めてい
る】
園長は保育の質向上に向け、自ら学びを継続しながら
職員と伴走する姿勢で取り組んでいる。日常的に保育
室を観察し、子どもの表情や保育者の関わりから課題
の兆しを捉え、必要に応じてミーティングや園内研修
を実施している。不適切保育防止の視点からも早期の
気づきと共有を重視し、職員や保護者の声を起点に改
善策を検討している。また、外部研修やオンライン研
修への参加を促し、継続的な学びの機会を確保してい
る。常に「子ども主体」「子ども尊重」の理念を軸
に、制度や最新動向にも目を向けながら実践との整合
を図り、保育の質向上に努めている。

13 経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発
揮している。 ｂ

【園長は、人事、労務、財務、人員配置、職員の職務
分担など、多岐にわたり管理することで、園の安定的
な運営を図っている】
園長は、月次の資金フローを毎月の月次試算表により
把握し、労務士との連携のもと労働者名簿や給与情報
を整理しながら、福利厚生や労務管理の適正化に努め
ている。また、補助金制度を活用して職員配置に余裕
を持たせ、保育補助者の配置などによりゆとりのある
業務遂行にも努めている。児童受入れ数についても保
育の質と職員の休息確保を踏まえ柔軟に調整し、安定
した運営を図っている。さらに、外部専門家の活用や
研修、カンファレンスの実施により課題解決を進め、
上意下達による組織づくりではなく、職員の主体性を
尊重した組織運営を通して経営改善と保育環境の充実
に取り組んでいる。

Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ-１　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ－１－（１）　管理者の責任が明確にされている。

Ⅱ-1-(1)-①

Ⅱ-1-(1)-②

Ⅱ－１－（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅱ-1-(2)-①

Ⅱ-1-(2)-②

Ⅱ-２　福祉人材の確保・育成

Ⅱ－２－（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。



14 必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画
が確立し、取組が実施されている。 ｂ

【園の理念や基本方針に共感し賛同する人材と縁を育
み、安定した人材確保と継続的な組織づくりに取り組
んでいる】
本園は立地条件から人材確保に課題を抱えるが、現在
は必要な人員を確保し、外部専門家や関係機関との協
働体制も整っている。実習生やインターンの受入れ、
キャリアパス規程の活用により、勤務しながら保育士
資格取得を目指す職員の支援も行っている。また、子
育てや介護と両立しやすい労働環境を整備することで
職員の定着を図っている。園の理念や教育保育課程に
基づく実践を大切にすることで、共感し賛同する人材
との縁を育み、紹介や見学を契機とした採用にもつな
がっており、安定した人材確保と継続的な組織づくり
に取り組んでいる

15 総合的な人事管理が行われている。 ｂ

【多様な職員が活躍できる環境づくりを進め、本人の
希望や適性を踏まえて職員配置を行っている】
本園では、園則や運営規程、服務規程において求める
職員像や基本姿勢を示し、人事に関する基準はICT上
の資料室で職員がいつでも確認できる体制を整えてい
る。人事評価制度は設けていないが、勤務時間や研修
参加状況、担当業務等を把握し、職員の専門性や取組
状況の把握に努めている。処遇面では人事院勧告や処
遇改善手当の活用により給与水準の向上を図ってい
る。配置は本人の希望や適性を踏まえて柔軟に行い、
多様な職員が活躍できる環境づくりを進めている。ま
た、主幹・副主幹が役割を分担する体制を整え、将来
を見据えた人材育成にも取り組んでいる。

16 職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づく
りに取組んでいる。 ａ

【職員の育児や介護、急な休暇などにも柔軟に対応で
きるよう園の体制を整え、日常的な対話を通して働き
やすい職場づくりに努めている】
本園では、就業規則や各種規程、ICTによる勤怠管理
を活用し、職員の勤務状況や休暇取得状況を把握して
いる。毎月の最低基準表作成を通して勤務時間や超過
勤務の確認を行い、適切な労務管理に努めている。育
児や介護を担う職員にも配慮し、急な休暇にも対応で
きる柔軟な体制を整えるとともに、福利厚生制度の活
用を促している。また、日常的な対話を通して職員の
困りごとや意向を把握し、必要に応じて規程の見直し
や業務改善を行っている。児童受入数にも余裕を持た
せることで休憩時間の確保を図り、役職の有無に関わ
らず、一人ひとりが対等に自己決定権を行使できる点
も、働きやすい職場環境づくりに寄与している。

17 職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。 ａ

【日常的な対話や年度末の自己評価、研修の受講等を
通して、職員の主体的な成長を支える体制づくりに努
めている】
本園では、１対１のような定期的な面談形式ではな
く、日常的な立ち話や個別チャットなど、風通しの良
い対話を通して職員一人ひとりの意向や目標を把握
し、柔軟な形で人材育成に取り組んでいる。年度末の
自己評価では次年度の目標を設定し、個々の課題や希
望に応じた助言や提案を行っている。また、必要に応
じて園長が研修受講や資格取得を勧めるなど、専門性
向上の機会を確保している。さらに、職員からの意見
を踏まえ情報共有方法の見直しを行うなど、働きやす
い環境づくりと職員の主体的な成長を支える体制づく
りに努めている

18 職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定さ
れ、教育・研修が実施されている。 ｂ

【行政による研修やキャリアアップ研修のみならず、
日々の保育で生じた課題を学び合うなど、実践に生か
せる学びを大切にしている】
本園では、年間計画表に基づき職員研修を実施してい
る。県や教育委員会による義務研修、市の事例検討研
修、パソコン研修、保健所主催の給食・感染症研修な
どを計画的に位置づけ、キャリアアップ研修の受講も
進めている。研修内容は年度当初に職員へ周知し、オ
ンライン研修などは希望に応じて受講できる体制とし
ている。また、日々の保育で生じた課題や困り感を契
機に追加研修を実施するなど、実践に即した学びを重
視している。研修報告はフォームで共有し、必要な内
容を職員間で共有することで保育実践への活用を図っ
ている。さらに、外部専門家や訪問看護師による研修
も取り入れ、継続的な学びの機会を確保している。

Ⅱ-2-(3)-②

Ⅱ-2-(1)-②

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ-2-(2)-①

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ-2-(3)-①

Ⅱ-2-(1)-①



19 職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されてい
る。 ｂ

【職員一人ひとりが学びたい研修内容を受講できるよ
う、教育・研修の機会確保に努めている】
本園では、労働者名簿を通して職員の資格取得状況や
学びたい分野を把握し、キャリアパス制度を活用して
資格取得や研修参加を勤務時間として位置づけるな
ど、教育・研修の機会確保に努めている。県や市、保
育団体等からの研修情報は随時全職員へ周知し、希望
に応じた受講を促しているほか、園の運営上必要な内
容については園長が受講を指示する場合もある。研修
報告はフォームで共有し、内容を職員間で活用してい
る。また、外部専門家や訪問看護師による研修、園長
による情報共有などを通して、学びを日常の保育実践
へつなげる環境づくりが行われている。

20 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の教育・育成
について体制を整備し、積極的な取組をしている。 ｂ

【実習生の希望や学習目標を尊重しながら、子どもの
姿を中心に園の実践的な学びへとつなげている】
本園では、実習生およびインターン受入れマニュアル
を整備し、学校からの要望や実習の目的を踏まえた受
入れ体制を整えている。受入れ時にはオリエンテー
ションを実施し、実習生の希望や学習目標を丁寧に聞
き取ったうえで配置クラスや実習内容を決定してい
る。保育実習と教育実習の目的に応じた指導を行うと
ともに、子どもの姿を継続的に観察する機会を設ける
など、実践的な学びを重視している。また、学生の主
体的な学びを尊重しながら支援する姿勢を大切にして
おり、卒園児が実習生として来園するなど継続的な関
係づくりにもつながっている。

21
運営の透明性を確保するための情報公開が行われてい
る。 ａ

【園の理念や子どもの権利条約、発達観に関する考え
方など、子どもの育ちの中核となる部分を含めて幅広
く情報公開を行っている】
ホームページやWAMNET（ここdeサーチ）、園内閲覧
用ファイル等を通じて、財務諸表や決算書類、教育保
育課程、重要事項説明書などの情報を公開し、運営の
透明性の確保に努めている。自己評価結果も複数年分
掲載しており、園の理念や子どもの権利条約、発達観
に関する考え方もホームページを通して発信してい
る。また、日々の保育の様子は子どものプライバシー
に配慮しながらSNSで紹介している。さらに、見学希
望者の受入れや外部研究機関との共同研究、第三者に
よる園の立ち入りなどを通じて、園の取り組みを広く
公開し、開かれた園運営を実践している。

22
公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組
が行われている。 ｂ

【園における事務、経理、取引等について内部監査を
実施するなど、透明性と公正性を重視した運営が行わ
れている】
本園では、定款や各種規程に基づき職務分担を明確に
し、適正な経営・運営体制を整えている。給与計算や
小口管理等は事務職員が担い、補助金申請や財務関連
業務は園長が担当するなど役割分担を図っている。ま
た、会計処理は外部福祉会計事務所と連携して月次報
告や決算業務を行い、第三者による確認体制を確保し
ている。契約事項は理事会決議を経て理事長が決裁
し、監事による監査も毎年実施されている。さらに、
県市合同指導監査でも大きな指摘はなく、透明性と公
正性を重視した運営が行われている。

Ⅱ-3-(1)-②

Ⅱ-2-(3)-③

Ⅱ－２－（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

Ⅱ-2-(4)-①

Ⅱ-３　運営の透明性の確保

Ⅱ－３－（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。

Ⅱ-3-(1)-①



23
子どもと地域との交流を広げるための取組を行ってい
る。 ａ

【法人理念である「共生」に基づき、子どもと地域と
の交流を広げるための取組みを積極的に行っている】
法人理念である「共生」に基づき、教育保育課程の中
で地域との関わりを大切にしている。散歩などの日常
的な活動を通して地域住民との自然な交流が生まれて
おり、温かな声掛けや地域との関係づくりが育まれて
いる。また、近隣の高齢者施設への訪問や敬老の日の
交流活動、夏祭りへの地域住民や卒園児の招待などを
通して、世代を超えたつながりを広げている。さら
に、地域人材を講師やボランティアとして活用し、子
どもたちが多様な人と関わる機会を設けるなど、地域
と連携した保育の実践に取り組んでいる。

24 ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし
体制を確立している。 ｂ

【ボランティアを受け入れたり、地域団体や地元の
NPO法人と連携したりして、地域とつながる機会を積
極的につくっている】
本園では、実習生およびインターン受入れマニュアル
に基づき、ボランティア等の受入れ体制を整えてい
る。受入れ時には目的や活動内容を確認し、保育現場
での役割や留意事項を共有したうえで受入れを行って
いる。また、不登校児や卒園児がボランティアとして
来園する場合には、保育者の補助的な役割を担いなが
ら子どもたちと関わる機会を設けている。さらに、地
域団体やNPOとの連携を通して地域活動にも参加する
など、地域とのつながりを大切にしながら多様な関わ
りの機会を広げる取組が行われている。

25
保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等
との連携が適切に行われている。 ａ

【園長が糸島市のネットワーク会議や子ども施策関連
会議等に参加することで、関係機関等との連携が適切
に行われている】
園長が、糸島市のネットワーク会議や子ども施策関連
会議等に参加することで、行政各部署や関係機関との
連携体制の構築に努めている。子どもに関わる行政部
門が縦割りとなりやすい中、園が調整役となり関係課
との情報共有や連携を図っている。要支援家庭の受入
れや在園児の支援に際しては、担当課と密に連絡を取
りながら必要な支援につなげている。また、就学後も
小学校のコーディネーターや養護教諭と連携するな
ど、子どもの成長を見通した継続的な支援体制を整え
ている。地域の子育て支援サービスを把握し、適切な
社会資源の活用に努めている。

26
地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われて
いる。 ａ

【糸島市こども施策推進協議会やネットワーク会議へ
の参加を通して、地域の子育てに関する福祉ニーズの
把握に努めている】
園長が糸島市こども施策推進協議会やネットワーク会
議への参加を通して、地域の子育てに関する福祉ニー
ズの把握に努めている。行政各課、児童相談所、学校
関係者、保育施設等が参画する会議において個別事例
の検討が行われており、地域における支援課題や必要
な対応を把握する機会となっている。また、地域家庭
からの相談対応や見学者との対話を通して現場の声を
収集し、その内容を踏まえて研修やセミナー等の公益
的活動を企画している。こうした取組により、地域の
実情に応じた支援の提供につなげている。

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が
行われている。 ａ

【地域の福祉ニーズに応じた公益的な事業・活動を積
極的に実施し、関係機関との地域交流の機会を創出し
ている】
本園を運営する法人では、地域の福祉ニーズに応じた
公益的な活動を継続的に実施している。今年度は、子
育てチャリティーイベントと偏食に関するセミナーを
開催し、行政や地域団体、専門職と連携しながら地域
の子育て世代や関係機関への情報提供と交流の機会を
創出している。また、発達相談や一時預かり、卒園児
の就学支援など、地域の家庭への支援にも取り組んで
いる。さらに、地域事業所との協働によるイベントや
寄付活動などを通して地域還元にも努めている。加え
て、災害時には地域住民の避難受入れを想定したBCP
を整備するなど、地域社会に開かれた公益的な役割を
積極的に担っている。

Ⅱ-4-(3)-②

Ⅱ-4-(1)-①

Ⅱ-4-(1)-②

Ⅱ－４－（２）　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ-4-(2)-①

Ⅱ－４－（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

Ⅱ-４　地域との交流、地域貢献

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ-4-(3)-①



28 子どもを尊重した保育について共通の理解をもつため
の取組を行っている。 ａ

【子どもの権利を尊重した「子ども主体」の理念にも
とづき、職員間で共通理解を図っている】
本園では「子ども主体」の理念にもとづき、子どもの
権利を尊重した保育の実践について職員間で共通理解
を図っている。教育保育課程や園則、重要事項説明書
等にその考え方を明示するとともに、日常の保育や会
議の場において「子どもを主語に考える」視点を共有
している。保育者本位の視点が見られる場合には、
「子どもはどう感じているか」「どう考えているか」
といった問いを通して子どもの立場から保育を見直す
よう働きかけている。また、子どもの思いや欲求を可
能な限り尊重し、対話を通して納得を得ながら関わる
姿勢を大切にしており、こうした取組を積み重ねるこ
とで子ども尊重の保育の定着を図っている。

29 子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われて
いる。

【日常の保育の中で、集団を優先するのではなく、一
人ひとりの子どもの気持ちを尊重して、プライバシー
保護への意識を高めている】
子どもの権利を尊重する保育の一環として、子どもの
プライバシー保護に配慮した保育を実施している。毎
年、外部講師による性教育を実施し、プライベート
ゾーンの理解などを通して子ども自身が自分の身体や
権利を大切にする意識を育んでいる。保育環境におい
ては、着替えの場をネットワークカメラの死角に設置
するなど、他者から見えない空間を確保しているほ
か、トイレ使用時の対応にも十分配慮している。ま
た、個人の持ち物を保管するロッカーを設けるなど、
私物への配慮も行っている。さらに、子どもの羞恥心
や尊厳に配慮した声かけや関わりを職員間で共有し、
日常の保育の中でプライバシー保護への意識を高めて
いる。集団を優先するのではなく、一人ひとりの子ど
もの気持ちを尊重した保育の実践に努めている。

30
利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的
に提供している。 ｂ

【利用希望者が保育所を適切に選択できるよう、必要
な情報の積極的な提供に努めている】
本園では、利用希望者が保育所を適切に選択できるよ
う、必要な情報の積極的な提供に努めている。糸島市
が発行する保育所等案内および市ホームページに園の
概要が掲載されており、立地条件や費用、延長保育時
間等の基本情報を広く周知している。また、園のホー
ムページでは教育保育理念、教育保育課程、重要事項
説明書等を公開し、園の方針や保育内容を事前に確認
できる環境を整えている。見学については希望日時に
応じて個別対応し、園の実情や保育内容を丁寧に説明
している。掲載情報については定期的に見直しを行
い、常に最新の内容を提供するよう努めている。

31
保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説
明している。 ｂ

【保育の開始や変更にあたり、保護者の意向や子ども
の状況を踏まえた説明と、職員間の情報共有に努めて
いる】
保育の開始や変更にあたり、重要事項説明書や園則、
運営規程等にもとづき、保護者に対して丁寧な説明を
行っている。入園に際しては見学時に園の方針や利用
条件等について説明を行い、入園決定後の手続きが円
滑に進むよう配慮している。1号認定の子どもについ
ては園との直接契約により柔軟な対応が可能であり、
家庭状況に応じた利用形態の変更にも対応している。
要配慮の家庭については個別面談等を通して理解しや
すい形で説明を行うとともに、児童調査票や面談内容
を職員間で共有し、適切な支援につなげている。保護
者の意向や子どもの状況を踏まえた説明と情報共有に
努めている

Ⅲ-1-(1)-①

Ⅲ-1-(1)-②

Ⅲ－１－（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

Ⅲ-1-(2)-①

Ⅲ-1-(2)-②

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ-１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。



32
保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応
を行っている。 ａ

【転園や利用終了等に際し、子どもの保育の継続性に
配慮した対応を行っている】
転園が決まった際、本園では「園児指導要録」や「情
報連携シート」を作成し、転園先へ送付している。書
類には発達状況・支援内容・家庭状況などが整理され
ており、転園先がスムーズに支援を引き継げるよう配
慮されている。また、必要に応じて電話やメールでの
補足説明を行い、円滑な支援の継続に努めている。利
用終了時には、子どもの不安に配慮しながら状況に応
じた声かけを行うとともに、園生活の記録としてアル
バムを作成し渡している。保護者に対しても丁寧な対
応を心がけ、関係機関と連携しながら子どもと家庭へ
の継続的な支援につなげている。

33
利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組
を行っている。 ｂ

【保護者の声をしっかり聞き、一人ひとりの事情に即
した柔軟な支援を行っている】
本園は「まず聞き、全員で協議した上で答える」とい
う姿勢を園長の指導のもと徹底している。保護者の要
望は速やかに共有し、職員一人ひとりの考えではな
く、組織として最適な対応を検討する体制を作ってい
る。日々の業務支援ツールや対面での会話から、就労
状況や国籍、宗教などの背景を細やかに把握し、送迎
場所の変更や食事の配慮など、画一的な規則に縛られ
ない支援を具体化している。個を尊重し、共同で子ど
もを育むパートナーとしての誠実な関わりが、高い満
足度につながっている。

Ⅲ-1-(2)-③

Ⅲ－１－（３）　利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ-1-(3)-①



34 苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能してい
る。 ｂ

【保護者の多様な意見を共有し、組織的に業務改善に
活かす仕組みを作っている】
本園は苦情解決の仕組みを文書や掲示で周知するとと
もに、年度末には業務支援ツールを用いて保護者アン
ケートを実施している。寄せられた意見は全職員で共
有し、運営を改善するための貴重な意見として真摯に
受け止めている。形式上の窓口設置ではなく、職員一
人ひとりが日常的に保護者の声を拾い上げる意識を
持っており、速やかに事実確認をし、誠実に対応する
ことを心がけている。把握した課題から具体的な改善
策を考えて次年度の運営に反映させることで、仕組み
を作って終わりではなく、改善サイクルとして機能さ
せている。こうした点は保護者の声を重んじる姿勢と
して評価できる

35
保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護
者等に周知している。 ｂ

【保護者の心情に寄り添う相談環境を整え、孤立させ
ない関係性を構築している】
相談事項がある際は、業務支援ツールや電話、メール
など多様な手段で伝えることができる。周囲を気にせ
ず来園できるよう、裏口を活用した面談経路を確保す
るなど、保護者の心情に配慮した環境を整えている。
バス利用者が半数いる実情を踏まえ、懇談会や親子料
理教室を通じて保護者同士が繋がり、悩みを共有でき
る場づくりを積極的に行っている。園全体で意見を聴
く姿勢が浸透しており、どんなことでも相談できるフ
ラットな関係を築いている。こうした細やかな配慮
が、保護者の安心感と意見を言いやすい雰囲気作りに
つながっている

36 保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に
対応している。 ｂ

【迅速な対応と情報の透明性を大切にし、専門機関と
も連携した誠実な支援を行っている】
保護者からの要望には迅速な対応を原則とし、必要に
応じて専門医や弁護士とも連携して対応に当たる体制
がある。けがの発生時は当日中に状況を伝えることを
基本とし、受診が必要な際は写真付きの報告や病院へ
の付き添い判断を速やかに行うなど、隠さない姿勢を
徹底している。送迎時の混雑を考慮しつつも、口頭と
業務支援ツールの双方で重ねて伝える丁寧な報告が、
保護者の安心に繋がっている。組織として誠実に向き
合う実直な積み重ねが、厚い信頼関係の基盤となって
いる

37
安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスク
マネジメント体制が構築されている。 ａ

【論理的思考で事故の再発を防ぎ、子どもの安全意識
も高める多角的な支援を行っている】
リスク管理においては個人の責任追及をすることな
く、論理的な思考モデルを用いて組織的に分析を行っ
ている。事故やヒヤリハットが発生した場合は業務支
援ツールで即座に現状を把握し、再発防止策を講じて
いる。また、職員の救命講習をあえて子どもの前で実
施し、興味を持つ子どもが自身の安全について学ぶ貴
重な機会と捉えて、子どもが自ら身を守る意識を育ん
でいる。怪我等で受診が必要となった事案は、経過を
紙面でも詳細に記録して市へ報告するなど、組織とし
て徹底した安全管理に努めている。

38 感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のた
めの体制を整備し、取組を行っている。 ａ

【数値に基づく環境整備と迅速な情報発信を行い、組
織で感染症対策を徹底している】
空気中の二酸化炭素濃度等を計測する機器を導入し、
数値に基づいた換気や活動判断を行う科学的な管理を
徹底している。顔の表情が変わる表示により、子ども
自身が空気の状態に気づく仕掛けも整えている。また
感染症の発生時には、園に直接来られない保護者に対
しても、業務支援ツールを活用して医師監修の情報を
積極的に発信し、流行状況を共有している。看護師に
よる定期的な感染症対策等の職員研修も実施してお
り、組織全体で感染症が流行しにくい環境作りに努め
ている

39
災害時における子どもの安全確保のための取組を組織
的に行っている。 ａ

【地域のリスクを想定した備えと、確実な連絡体制で
子どもの安全を守っている】
災害時の対応については、事業継続計画（ＢＣＰ）に
基づき４月の職員会議で手順を再確認するなど、定期
的な周知を徹底している。原発防災や浸水、不審者対
応など、地域のリスクに応じた手引書を整備し、実際
の避難訓練へと反映させている。災害時の連絡手段と
して業務支援ツールを最大限に活用し、安否確認や引
き渡しを混乱なく行える体制を確立している。地域特
性を踏まえたマニュアルの整備と、迅速な情報配信機
能の確保により、不測の事態においても子どもの安全
を保障する備えがある。

Ⅲ-1-(5)-③

Ⅲ-２　福祉サービスの質の確保

Ⅲ-1-(4)-②

Ⅲ-1-(4)-③

Ⅲ－１－（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

Ⅲ-1-(5)-①

Ⅲ-1-(5)-②

Ⅲ－１－（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

Ⅲ-1-(4)-①



40
保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提
供されている。 ｂ

【指針の共有と対話を大切にする姿勢が、一人ひとり
の子どもの育ちに即した質の高い保育を支えている】
本園は保育や運営に関するマニュアルを整備し、全職
員が常時システム内で閲覧できる環境を整えている。
指導計画の策定にあたっては振り返りと予測を重視
し、子どもの生の声を拾い上げて計画に反映させるこ
とを大切にしている。特に乳児の育ちを長期的な視点
で捉え、発達に即した見通しを立てる柔軟な計画作成
を行っている。また、他園での不適切な事案を自園の
課題として共有し、人権意識を高めることにつなげて
いる点は本園の強みである。マニュアルを共有しつつ
も、それに頼りすぎず職員間の対話を大切にする姿勢
が、適切な判断と保育の質を支える基盤となってい
る。

41 標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立
している。 ｂ

【社会情勢や実情に合わせて仕組みを柔軟に活用し、
子どもの最善の利益を追求している】
改善が必要な手順については、社会的な事象や現場の
声を受けて随時見直している。例えば、感染症対策と
して導入したバスの座席管理の仕組みを安全管理の強
化にも活かすなど、仕組みに柔軟に活用している。見
直しにあたっては医学的・法的根拠を明確にしつつ
も、特定の型に固執せず、多様な子どもを誰一人取り
残さない姿勢で柔軟に対応している。常に「子どもの
最善の利益」を判断基準に据え、仕組みの改善・向上
を組織的に継続している点は、本園の優れた特徴であ
る

42
アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成してい
る。 ｂ

【科学的根拠に基づく的確なアセスメントを行い、一
人ひとりの育ちを支える計画を策定している】
本園は子どもの発達状況や特性について、入園時の面
談や園長による観察に加え、発達記録ソフト等を活用
して専門的な分析を行い、詳細に把握している。科学
的根拠を重視し、主観に頼らない的確なアセスメント
に基づく計画策定を進めている。感覚統合や微細運動
の発達など、一人ひとりの「今」の姿を真っ直ぐに捉
えた計画は、子どもの困り感を解消し、その子らしい
育ちを支える具体的な指針となっている。専門性を活
かした適切な現状分析が、質の高い個別支援の提供に
大きく寄与している。

43 定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。 ａ

【専門的な視点とＩＣＴを活かし、一人ひとりに寄り
添う支援計画を整えている】
支援計画の評価と見直しを定期的に行うほか、月に一
度来園する作業療法士の助言を柔軟に反映させてい
る。事前に検討すべき児童を特定して助言を受けるだ
けでなく、その内容を動画で共有して全職員で確認・
協議する体制は、共有意識の高さと仕組み化への強い
こだわりが感じられる。ＩＣＴを活用して日々の記録
を次なる計画へ滞りなくつなげる循環を確立してい
る。常に最新の状況に基づいた支援を行うため、専門
職の知見を組織全体で共有し、計画の精度を向上させ
ている点は高く評価できる。

44
子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行わ
れ、職員間で共有化さている。 ａ

【職種を超えた密な連携とICTの活用により、チーム
で子どもを支える体制を確立している】
日々の保育記録や子どもの姿を業務支援ツールで共有
し、写真を用いた情報の可視化に努めている。「みん
なでみんなを見る」という方針のもと、担任以外の職
員や給食室も常に最新の情報を共有できる体制を整え
ている。食物アレルギーへの対応が必要な際は、提供
前に調理担当者が自ら各保育室へ行き、対面での最終
確認を徹底している。組織全体で情報を共有する高い
意識とＩＣＴを活用した仕組みが、安全で質の高い
チーム保育の基盤となっている。

Ⅲ－２－（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

Ⅲ-2-(2)-①

Ⅲ-2-(2)-②

Ⅲ－２－（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

Ⅲ-2-(3)-①

Ⅲ－２－（１）　提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ-2-(1)-①

Ⅲ-2-(1)-②



45 子どもに関する記録の管理体制が確立している。 ｂ

【厳格な権限管理と適切な書面保管により、個人の尊
重と保護を両立している】
個人情報の管理において、情報の電子化を基本とする
ことで安全性を高めている。紙による保管が必要な重
要書類は事務所内の施錠付き書庫で管理し、丁寧に取
り扱うことを徹底している。業務支援ツールを用いた
写真配信や販売についても、入園時に同意を取ること
と丁寧な発信を継続する配慮を行っている。情報の重
要度に応じたセキュリティ対策を講じ、必要な時に迅
速な検索し、活用することが可能な状態を確立してい
る。プライバシー保護と利便性を適切に両立させるこ
とで、組織として有効な情報管理体制を構築している
点は評価できる

Ⅲ-2-(3)-②



Ａ－１－（１） 全体的な計画の作成

評価 コメント

46
保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの
心身の発達や家庭及び地域の実態に応じて全体的な計
画を作成している。

ｂ

【法令の遵守と現場の実態を反映させることを両立さ
せ、一貫性のある支援体制を構築している】
全体的な計画は国の要領や関連法令を根拠とし、実情
に合わせて適切に策定している。策定にあたっては、
単なる形式的な作成に留まらず、地域の実態や目の前
の子どもの姿、家庭の状況に即した現実的な内容であ
ることを重視している。法令が示す方向性を踏まえつ
つ、子どもの発達の連続性や家庭環境の変化、多様な
ニーズに応じた柔軟な計画となっており、日々変化す
る保育実践を支える基盤として機能している。こうし
た科学的根拠と現場の実態を反映させた計画の質は高
く、組織として一貫性のある支援を実現する基盤と
なっている

Ａ－１－（２） 環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開

47
生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごす
ことのできる環境を整備している。 ａ

【遊・食・寝の分離による生活の安定と、興味の芽を
育む環境作りを両立している】
遊・食・寝の空間を物理的に分けることで、子どもが
落ち着いて過ごせる環境を確保している。食事の準備
のために遊びを中断する必要がなく、子どもが自らの
活動に深く集中できる環境が整っている。また、午睡
をする子としない子が互いに邪魔されずに過ごせる点
も、生活の質を高める大きな要因となっている。玩具
は子どもの興味・関心に合わせて随時入れ替えを行
い、例えば調査時は関心の高い「ルールのある遊び」
を充実させていた。流行に捉われず、目の前の子ども
の姿に焦点を当てた環境作りが、子どもの更なる興
味・関心の高まりを促していくはずである。

48
一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた
保育を行っている。 ａ

【一人ひとりの感情に寄り添い、個の尊厳と喜びを大
切にする保育を実践している】
子ども一人ひとりをそのまま受容し、その思いを尊重
することを大切にしている。喜怒哀楽の表情が描かれ
た道具を活用して自己の感情を可視化し、子どもが自
らの気持ちを他者へ伝える取り組みを進めている。ま
た、誕生日に保護者を招待し、昼食時には本人が選ん
だケーキを提供するといった、子どもの喜びを第一に
据えた個別的な配慮も実践している。不適切な関わり
を組織的に防ぐ体制を整えつつ、子どもの尊厳を何よ
り重んじる姿勢を大切にすることで、一人ひとりが安
心して自己を発揮できる保育環境を確立している。

49
子どもが基本的な生活習慣を身につけることができる
環境の整備、援助を行っている。 ｂ

【子どもの意欲とサインを鋭く捉え、発達に即した丁
寧な支援を行っている】
生活習慣の自立を目指し、子どもの「自分でしようと
する気持ち」を尊重し、強制ではない援助を徹底して
いる。手洗いや排泄において子どものサインを見逃さ
ず、自立を目指して個々のペースに合わせた必要な手
助けを行うことを保育者の役割と考えている。午睡に
ついても一律に強いることはなく、入眠しないことを
選択する子どもの意思も尊重し、静かに休息する時間
を保障している。子どもの自律性を信じ、主体的に習
慣が身につく環境と、一人ひとりの状況に寄り添った
柔軟な支援を行っている。

50
子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの
生活と遊びを豊かにする保育を展開している。 ｂ

【子どもの決定権と主体性を尊重し、自律的な育ちを
支える支援を大切にしている】
すべての事柄の決定権は子どもにあるという考えのも
と、主体性を保障する環境を整備している。多くの子
が室内での遊びに熱中している最中でも、外遊びを望
む子どもの声を受け止め、臨機応変に活動を切り替え
る柔軟な保育を徹底している。子ども同士のトラブル
においては、当事者間でのやり取りが可能な場合は大
人が安易に介入せず、対話による解決が始まるまで見
守る姿勢を大切にしている。遊びの列での割り込みを
子どもたちが自ら注意し合う姿など、環境を通じた学
びを組織として支え、子どもの生活と遊びを豊かに展
開させている点は本園の特徴である。

A-1-(2)-②

A-1-(2)-③

A-1-(2)-④

Ａ－１　保育内容

項　　　目

A-1-(1)-①

A-1-(2)-①



51
乳児保育（０歳児）において、養護と教育が一体的に
展開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容や方
法に配慮している。

ｂ

【一人ひとりに寄り添った応答的な関わりと、地域に
根差した豊かな保育を実践している】
０歳児と１歳児の異年齢保育において、広い室内を
「動」と「静」のエリアに明確に分け、それぞれの活
動が快適に行えるよう環境を構成している。これによ
り、月齢差のある子どもたちが互いに刺激し合いなが
らも、個々のペースで安心して過ごせる空間を確保し
ている。職員は一人ひとりに寄り添った応答的な関わ
りを徹底することで、深い愛着関係を育んでいる。ま
た、近隣農家から果物を譲り受けるといった地域との
交流は、子どもたちの豊かな情緒と社会性を養う貴重
な機会となっている。情緒の安定と発達を支える、き
め細かな保育を実践している。

52
３歳未満児（１・２歳児）の保育において、養護と教
育が一体的に展開されるよう適切な環境を整備し、保
育の内容や方法に配慮している。

ａ

【異年齢の自然な関わりを環境に組み込み、意欲的な
育ちと職員の多角的支援を両立している】
１歳児が０歳児との関わりの中でモデルとなったり、
２歳児が３・４・５歳児の活動を日常的に目にしたり
することで、互いに刺激を受けられる環境を構成して
いるのが本園の特徴である。特に２歳児においては、
年上の子どもの姿を身近なモデルとすることで、生活
習慣の自立に向けた意欲が自然に高まるよう配慮して
いる。また、職員がクラスの枠を超えて密に連携する
ことで、多角的な視点から子どもを捉えるとともに、
その協力し合う大人の姿が、子ども同士が助け合う関
わりの良いモデルにもなっている。

53
３歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展
開されるよう適切な環境を整備し、保育の内容や方法
に配慮している。

ａ

【個々の発達特性に配慮した環境設定を基盤に、子ど
もの参画意識を育む保育が行われている】
３歳以上児の保育において、年齢による画一的な区切
りを排し、一人ひとりの発達状況や興味に基づいた柔
軟な環境設定と関わりを大切にしている。日常的に外
部の作業療法士と連携して環境構成を見直し、集団活
動に困難さを抱える子どもへの対応も、専門的な視点
を取り入れて的確に判断している。運動会や発表会な
どの行事では、年長児が中心となって意見を出し合い
計画を立てる過程を重視し、そこに年下の子どもたち
が自然に加わる環境を整えている。子どもたちが主体
的に話し合う場が日常的に作られることで、子どもの
保育への参画意識が育まれている。

54
障害のある子どもが安心して生活できる環境を整備
し、保育の内容や方法に配慮している。 ａ

【高度な専門性と地域連携を軸とし、個々の主体性を
尊重する支援体制が作られている】
障害の有無に関わらず、目の前の子どもの姿をありの
ままに捉え、真に必要な支援を追求する姿勢を全職員
で共有している。園長は専用のＩＣＴツールを用いて
迅速に子どもの特性に関する情報等を共有しつつ、内
容の機密性に応じて共有範囲を精査するなど、情報の
取り扱いにも細やかな配慮を徹底している。先入観を
持たず、子ども一人ひとりに応答的に関わることを重
視する姿勢は、本園の大きな強みとなっている。園長
の専門性を信頼して入園を希望する家庭も多く、医
療・療育機関との密接な連携により、地域全体で子ど
もを支える仕組みが機能していると思われる。

55 それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整備
し、保育の内容や方法に配慮している。 ｂ

【家庭の多様なニーズに柔軟に応えて様々な方法で対
応することで、深い信頼関係を築いている】
通園バスの利用や登園時間の違いに対し、子ども一人
ひとりの生活リズムに柔軟な対応を心がけている。朝
食や夕食の提供についても個々の事情に寄り添い、家
庭からの急な要望にも可能な限り応える体制を整えて
いる。こうした個別の動きを子どもたちも個々の違い
として自然に受け入れており、こうした雰囲気づくり
ができていることは、本園の大きな特徴である。直接
対面する機会が限られるバス利用家庭に対しても、電
話やショートメッセージの活用、行事の際の来園機会
を捉えて対話するなど、多様な手段で丁寧にコミュニ
ケーションを重ね、園全体で信頼関係の構築に努めて
いる

56
小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育
の内容や方法、保護者との関わりに配慮している。 ｂ

【独自のカリキュラムと密接な外部連携により、小学
校への円滑な接続を支えている】
独自のカリキュラムに基づき、年長児を対象とした
「まなびのじかん」を週１回設け、遊びを通じて文字
や数への関心を無理なく育んでいる。入学後も小学校
教員が来園して情報交換を行うなど、環境の変化に対
する円滑な接続と継続的な支援に努めている。県の
「就学サポートノート」を効果的に活用し、支援を要
する児童については、市の担当課とも連携して詳細な
引き継ぎを確実に行っている。今後は就学後の状況を
さらに継続して見守る関係性の構築を目指し、地域全
体で子どもを支える支援体制のさらなる深化を期待し
たい

Ａ－１－（３）　健康管理

A-1-(2)-⑦

A-1-(2)-⑧

A-1-(2)-⑨

A-1-(2)-⑩

A-1-(2)-⑤

A-1-(2)-⑥



57 子どもの健康管理を適切に行っている。 ｂ

【科学的な安全管理と、保護者の心情に寄り添ったき
め細かな健康管理を行っている】
保健計画に基づき適切な検診を行うとともに、結果の
共有については各家庭の状況に細心の注意を払って
行っている。健診結果を伝える際、保護者の不安が過
度に高まることがないように丁寧に伝えるよう配慮
し、必要に応じて専門機関と連携しながら家庭を支援
していくようにしている。乳幼児突然死症候群（ＳＩ
ＤＳ）対策としては、天井設置型のセンサーを導入
し、子どもの状態の変化を即座に把握できるような仕
組みを作っている。睡眠記録の保護者共有も徹底して
おり、科学的な根拠に基づきつつ、一人ひとりの安心
を最優先した健康管理を行っている。

58 健康診断・歯科健診の結果を保育に反映している。 ｂ

【一人ひとりの健康を丁寧に把握し、家庭の事情に寄
り添う誠実な支援を行っている】
検診結果を速やかに保育へ反映させ、数値の変化から
子どもの状況を丁寧に把握するなど、一人ひとりの育
ちを守る視点を大切にしている。健診当日に欠席した
児童に対しては、園側が個別の受診を引率して代行す
る体制を整えている。これにより、健やかな成長に必
要な受診を確実に担保するとともに、多忙であったり
諸事情を抱える家庭を支える一助となっている。数値
や結果を単なるデータとして扱わず、子どもの生命を
守り、家庭の事情に寄り添う取り組みは、高く評価し
たい

59
アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、
医師からの指示を受け適切な対応を行っている。 ｂ

【医学的根拠に基づく安全管理と個々の信条への配慮
を両立し、安心な食生活を支えている】
アレルギー等の疾患に対し、医師の指示書を根拠とし
た厳格な運用を徹底している。３ヶ月に一度の検討会
議では、園長、栄養士、担任、保護者が一堂に会して
詳細を確認し、専用のＩＣＴツールを用いて全職員へ
の即時周知を図っている。一方で、宗教上の事情や信
条による食事の制限については疾患対応とは明確に区
別し、家庭の信仰や心情を丁寧に聞き取って柔軟に対
応している。医学的根拠に基づく安全管理と個人の尊
厳への配慮を両立させ、どの子も安心して食事ができ
る環境を整えている。

Ａ－１－（４）　食事

60 食事を楽しむことができるよう工夫をしている。 ｂ

【子どもの自律性を尊重する食育を実践し、食への意
欲を育んでいる】
「食事は楽しむもの」という方針を掲げ、完食を目的
とするのではなく、子ども自身が量を決めることを大
切にしている。自由にお代わりができるようにするこ
とで、初めての食材も少量から試せる環境を整え、食
への好奇心を支えている。お当番活動をした４・５歳
児には、シールを貯めて好きな献立をリクエストでき
る制度を設け、食に関する活動への意欲的な参画を促
している。味噌作りやアルミ缶炊飯などの体験活動も
豊富に実施しているだけでなく、調理担当者も積極的
に関与することで、作って食べる喜びを組織全体で生
み出している

61 子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を
提供している。 ｂ

【個々に合わせた食事と継続的な改善で、安全な食生
活を支えている】
入園時の調査票に基づき、個々の噛む力や飲み込む力
に合わせた食事形態の調整を行っている。食材は地元
のお店や農家から直接仕入れた新鮮なものを多く使用
し、地域の食文化を献立に積極的に取り入れている。
調理担当者が積極的に保育室へ足を運び、子どもたち
の喫食状況を直接確認することを大切にしている。こ
の観察によって見られた子どもたちの様子が、次回の
調理方法や献立の工夫へ即座に反映される仕組みが確
立されており、継続的な改善が図られている。また、
アレルギー対応においても、除去食や代替食の提供を
丁寧に提供するなど、組織全体で安全で質の高い食生
活を提供している

Ａ－２－（１）　家庭との緊密な連携

A-1-(3)-②

A-1-(3)-③

A-1-(4)-①

A-1-(4)-②

Ａ－２　子育て支援

A-1-(3)-①



62 子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を
行っている。 ｂ

【写真や記録で子どもの育ちを共有し、すべての家庭
に寄り添った支援を行っている】
業務支援ツールを活用し、写真付きの日々の記録を配
信することで、園での子どもの育ちを家庭と共有して
いる。保護者からの要望には個別対応を原則とし、多
様な事情を考慮して柔軟に対応している。特筆すべき
は、一時保育の利用者に対しても、日誌の複写や写真
送付を行うなど、継続利用児と同様に丁寧な支援を提
供している点である。また、バスの空席を活用した送
迎を一時保育利用者にも認めるなど、遠方からの利用
者に対しても利便性を高める配慮を行っている。こう
した取り組みにより、すべての保護者が園の様子を身
近に感じ、安心して子どもを預けられる環境を整えて
いる

63
保護者が安心して子育てができるよう支援を行ってい
る。 ｂ

【個々の特性に合わせた配慮を行い、誰もが安心でき
る支援を丁寧に行っている】
子ども一人ひとりが違っているように、保護者一人ひ
とりも異なる特性を持つことを前提とし、相手に合わ
せた支援を行っている。相談体制は柔軟で、面談期間
に幅を持たせるだけでなく、どの職員とでも話ができ
るようように配慮している。特に事情を抱える保護者
に対しては、負担の少ないショートメッセージで伝え
るなどの配慮も行っている。外国籍家庭への多言語対
応や、相談内容を職員間で即時に共有するなど、保護
者が自己肯定感を持って育児に向き合えるよう、きめ
細かな配慮が行われている。

64
家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発
見・早期対応及び虐待の予防に努めている。 ｂ

【学びの継続と情報の厳格な管理により、子どもと家
庭の双方を守っている】
虐待予防に向け、他園の事案を教材とするなどの職員
研修を数多く実施し、「保護者の思いを丁寧に受け止
める」という支援姿勢を組織で共有している。園内に
も虐待予防に関する掲示を行い、職員が常に意識に置
けるよう環境づくりにも取り組んでいる。早期発見に
おいては、食事や身体計測の数値、表情等を定期的に
確認し、兆候が見られた際は即座に関係機関と連携す
る手順を確立している。要支援家庭の情報は園長が一
元管理し、現場には必要な範囲で段階的に開示するな
ど、子どもの安全確保と保護者の権利擁護を両立させ
ている。

65
保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）
を行い、保育実践の改善や専門性の向上に努めてい
る。

ｂ

【向上心を肯定する組織風土の中で、客観的指標に基
づいた質の向上に努めている】
年度末には匿名による自己評価や人権擁護チェックリ
ストを実施し、組織的な振り返りを行っている。自己
評価で低い項目が出る場合も、それを否定的に捉え
ず、「さらなる高みを目指す向上心の表れ」と受け止
める温かな雰囲気があり、それが職員の自発的な学び
の基盤となっている。これらの評価は客観的な指標に
基づいており、その結果はホームページでも公開し透
明性を確保している。また、評価結果を次年度の環境
改善や研修テーマに具体的につなげることで、組織と
して質の向上に継続的に取り組んでいる。

Ａ－３－（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）

A-3-(1)-①

A-2-(1)-①

Ａ－２－（２）　保護者等の支援

A-2-(2)-①

A-2-(2)-②

Ａ－３ 保育の質の向上
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